
11
月
29
日
、
教
務
支
庁
に
お
い

て
茶
木
谷
吉
信
先
生
（
正
代
分
教

会
長
）
を
講
師
に
、
布
教
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
教
区
管
内
か

ら
160
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

茶
木
谷
先
生
は
、
昨
年
５
月
に

「
世
界
た
す
け
に
活
か
す

お
や

さ
ま
ご
逸
話
」
と
い
う
本
を
出
版

さ
れ
、
今
回
は
本
の
タ
イ
ト
ル
そ

の
ま
ま
講
話
の
演
題
と
し
て
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
先
生
は
、
ま
ず

「
ひ
な
が
た
」
と
い
う
意
味
に
つ

い
て
、
市
役
所
な
ど
の
戸
籍
係
に

置
か
れ
て
い
る
申
請
書
の
見
本
に

あ
る
「
天
理
太
郎
」
や
「
松
山
花

子
」
な
ど
の
文
字
を
例
に
あ
げ
て
、

こ
れ
が
お
手
本
な
ら
そ
の
ま
ま
書

き
写
す
が
、
そ
ん
な
事
を
す
る
人

は
い
な
い
。
こ
れ
を
書
き
方
の
ひ

な
が
た
と
し
て
、
申
請
書
に
は
自

分
の
名
前
を
書
く
の
が
常
識
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
教
祖
は

ひ
な
が
た
を
残
さ
れ
た
が
、
全
く

同
じ
事
を
し
な
さ
い
と
は
仰
っ
て

い
な
い
。
教
祖
の
「
ひ
な
が
た
」

を
、
自
分
自
分
の
状
況
に
置
き
換

え
て
解
釈
す
る
事
が
大
切
。
つ
ま

り
、
一
人
一
人
の
ひ
な
が
た
の
形

が
あ
り
ま
す
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ご
自
身
の
お
た
す
け

体
験
を
例
に
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
た
す
け
の
カ
ギ
と
な
る
逸
話
篇

を
取
り
上
げ
て
、
ど
ん
な
身
上
や

事
情
に
も
必
ず
、
ひ
な
が
た
の
中

に
解
決
の
道
が
開
け
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
不
登
校
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
（
同
性
愛
と
性
同
一
性
障
害
）
、

依
存
症
な
ど
現
代
の
お
た
す
け
と

言
わ
れ
る
も
の
に
も
、
教
祖
の
逸

話
篇
か
ら
解
決
の
カ
ギ
が
あ
る
事

を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
様
々
な
質
問
に
お
答
え
下
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
本
の

希
望
者
に
は
、
サ
イ
ン
入
り
の
本

が
頒
布
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
50
冊

が
全
て
無
く
な
る
と
い
う
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
愛
媛
布
教
者
の
会
」

は
、
入
口
布
教
部
長
の
時
に
再
発

足
し
て
今
年
で
２
年
に
な
り
、
会

報
が
４
号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
講
演
会
を
機
に
、
愛
媛

に
お
た
す
け
の
熱
が
燃
え
上
が
り
、

こ
の
会
報
を
、
お
た
す
け
仲
間
の

交
流
の
場
、
さ
ら
に
、
に
を
い
が

け
の
励
み
に
し
て
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
教
区
へ
ハ

ガ
キ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
ド
シ
ド
シ

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

布
教
部
長

二
宮

道
一

※
愛
媛
教
区
布
教
者
の
会
の
案
内

は
、
次
ペ
ー
ジ
に
記
載
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こ
の
度
、
主
事
の
御
命
を
頂
き
、
庶
務
を

担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
区
、
支
部
の
御
用
は
、
喜
多
支
部
の
青

年
会
の
委
員
長
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
か
ら

は
じ
ま
り
、
20
年
程
届
か
ぬ
な
が
ら
も
務
め

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
期
、
庶
務

担
当
と
し
て
、
ま
た
主
事
と
し
て
思
い
も
せ

ず
お
声
を
掛
け
て
頂
き
、
自
分
に
務
ま
る
の

だ
ろ
う
か
と
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
が
「
御
用

は
素
直
に
さ
せ
て
頂
く
」
の
気
持
ち
で
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
回
、
私
が
御
命
を
頂
き
ま
し
た
庶
務
と

い
う
御
用
は
、
愛
媛
教
区
に
お
け
る
法
人
実

務
に
関
す
る
こ
と
、
事
情
願
書
に
関
す
る
こ

と
、
修
理
人
巡
教
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他

の
愛
媛
教
区
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
信
教
の
自

由
に
も
と
づ
い
て
、
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
月
次
祭
の
祭
典
や
に
を
い
が
け
、

お
た
す
け
な
ど
自
由
に
活
動
で
き
る
の
も
宗

教
法
人
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
所
轄

庁
へ
の
書
類
の
提
出
な
ど
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
約
束
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
約

束
事
を
守
る
こ
と
で
私
た
ち
は
自
由
に
、
に

を
い
が
け
、
お
た
す
け
を
行
え
る
の
で
あ
り

ま
す
。

愛
媛
教
区
で
は
、
今
後
も
法
人
実
務
研
修

会
な
ど
を
開
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

宗
教
法
人
の
実
務
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
、
ま
た
理
解
を
深
め
て
、
社
会
の
中
で

も
信
頼
を
さ
れ
る
天
理
教
の
よ
ふ
ぼ
く
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
期
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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「愛媛教区布教者の会」会員募集
【活動内容】会員相互の情報共有の場として

会報を発行する

①会員は近況報告を教務支庁宛に提出

790-0852 松山市石手5丁目8-27

FAX 089-932-3521

メール mail@t-ehime.sakura.ne.jp

②事務局が会報（Ａ３表裏）に編集し、印刷

③会員へ郵送

【会費】なし

【入会】最初の近況報告をもって入会とする。

※必要記入事項 氏名・住所・支部・

所属教会・日付・原稿（その日の出来事や

思ったこと）
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２
月
添
乗
担
当
者

東

眞
一

０
９
０

２
７
８
２

１
９
９
９

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

（
1
月
お
運
び
分
）

周
桒
分
教
会
（
髙
知
）

▽
神
殿
建
築
及
附
属
建
物
増
築
願

▽
改
称
願

周
桑
分
教
会

▽
遷
座
祭
日
願

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

河
端

柳
一
さ
ん

享
年
81
才

玉
津
分
教
会
前
会
長
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
182
年
10
月
3
日

高
橋

和
弘
さ
ん

享
年
67
才

幾
吉
分
教
会
長
（
髙
知
）

出
直
日

立
教
182
年
12
月
11
日

河
坂

三
郎
さ
ん

享
年
86
才

愛
畑
布
教
所
元
所
長
（
髙
岡
）

出
直
日

立
教
182
年
12
月
11
日

1
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

1
件

１
１
、
３
０
０
円

道
前
支
部

１
件

３
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

５
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
６
件

３
６
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
６
件

１
２
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

８
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
５
件

７
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
添
乗
担
当
者

東

眞
一

０
９
０

２
７
８
２

１
９
９
９

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

（
1
月
お
運
び
分
）

周
桒
分
教
会
（
髙
知
）

▽
神
殿
建
築
及
附
属
建
物
増
築
願

▽
改
称
願

周
桑
分
教
会

▽
遷
座
祭
日
願

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

河
端

柳
一
さ
ん

享
年
81
才

玉
津
分
教
会
前
会
長
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
182
年
10
月
3
日

高
橋

和
弘
さ
ん

享
年
67
才

幾
吉
分
教
会
長
（
髙
知
）

出
直
日

立
教
182
年
12
月
11
日

河
坂

三
郎
さ
ん

享
年
86
才

愛
畑
布
教
所
元
所
長
（
髙
岡
）

出
直
日

立
教
182
年
12
月
11
日

1
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

1
件

１
１
、
３
０
０
円

道
前
支
部

１
件

３
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

５
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
６
件

３
６
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
６
件

１
２
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

８
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
５
件

７
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス

【
２
月
】

１
日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

７
日

教
区
祭

９
日

女
子
青
年
例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

【
３
月
】

1
日

主
事
会
・
常
議
会

芸
術
文
化
祭
企
画
会
議

松
山
南
支
部

例
会

【
２
月
】

１
日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

７
日

教
区
祭

９
日

女
子
青
年
例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

【
３
月
】

1
日

主
事
会
・
常
議
会

芸
術
文
化
祭
企
画
会
議

松
山
南
支
部

例
会

教
区
の
予
定

教
区
の
予
定

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

訃

報

訃

報

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

支部ページを 「お気に入り」登録して

ご利用ください。

支部ページを 「お気に入り」登録して

ご利用ください。

特徴

①教区や支部の具体的な活動情報を得

ることができます。

②情報をSNSで拡散できます。

③教務支庁は、マップ連動しています。

④天理教関連サイトへ簡単アクセスで

きます。

⑤スマホからPCまで、どんなサイズに

も適正に表示します

特徴

①教区や支部の具体的な活動情報を得

ることができます。

②情報をSNSで拡散できます。

③教務支庁は、マップ連動しています。

④天理教関連サイトへ簡単アクセスで

きます。

⑤スマホからPCまで、どんなサイズに

も適正に表示します

JOYOUSLIFE（ジョイアスライフ）は

「陽気ぐらし」の手がかりとなる記事

を厳選した、キュレーションサイトで

す。

JOYOUSLIFE（ジョイアスライフ）は

「陽気ぐらし」の手がかりとなる記事

を厳選した、キュレーションサイトで

す。


